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1 原爆被爆対策部の機構及び事務分掌

原爆被爆対策部

部長中川正仁

調査課

次長兼課長
林尚之

課長補佐
清川英治

1 部の統括に関すること。

2 原子爆弾被爆者対策の企画に関すること。

3 原爆犠牲者慰霊平和祈念式典等に関する二と。

原子爆弾被爆者の調査に関すること。

原子爆弾死没者台帳に関すること。

原爆殉難者無縁遺骨に関すること。

在外被爆者支援事業に関すること。

広島・長崎原爆被爆者援護対策促進協議会{八者協}
に関すること。

長崎原子爆弾被爆者援護強化対策協議会(原援協)9
に関すること。

長崎市原子爆弾被爆者健康管理センターに関するこ10
と。

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会(ナシム)に関す11
ること。

12 原子爆弾被爆者に係る諸団体に関すること。

部の所管{原爆資料館を除く。】に係る予算の経理に
関すること。

14 部内事務の連絡調整に関すること。

総務係

係長川端亜由美

原爆諸手当及び葬祭料に関すること。

原子爆弾被爆者健康管理手当等支給認定密査会に関
すること。

介護保険等利用被爆者助成に関すること。

原爆症認定申請の進達に関すること。

法外援護に関すること。

原爆被爆者の保健相談等に関すること。

特別事業に関すること。

像爆養護ホームの入所及びショートステイの利用に
関すること。

原子爆弾被爆者養護ホーム入所判定審査会に開する
こと。

医療認定係

係長数学文

拡大地域支援係

係長松本博良

被爆者健康手帳及び第一種健康診断受診者証に開す
ること。

医療機関及び医療贄等に関すること。

被爆者台帳及び第一種健康診断受診者証交付台帳の
管理に関すること。

原爆被爆老等の健康診断に関すること。

被爆体験者精神医療受給者証に関すること。

被爆体験者の医療費に関すること。

被爆体験者精神医療受給者証交付台帳に関するこ
と。

第二種健康診断受診者証に関すること。

第二種健康診断受診者の健康診断に関すること。

原子爆弾放射線影饗研究会に関すること。

被爆体験者精神医療受給者証審査会に関すること。

第二種健康診断特例区域に関する事業検討審議会に
関すること。

援護課

課長
障崎

援護係

係長松尾憲和

桂子
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L・・・原爆資料館、..、..、、.、.、、、1.、、.、、、平和推進課
館長大久保一哉

')
、J

{長崎平和推進協会派遺】

原爆資料館付
坂口真一
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平和推進課付
山田布美乃

課長兼平和会館長
松尾美香

総務企画係

係長兼平和会館係長
貞包教雄

2

平和推進課及び被爆継承課の経理に関すること。

僚爆資料館の維持管理及び利用許可に関すること。

平和会館との連絡調整に関すること。

原爆資料館内事務の連絡調整に関すること。

日本平和博物館会議に関すること。

長崎原爆資料館運営審議会に関すること。

永井隆記念館に関すること。

平和発信係
係長高崎 裕見子

1・・・・・・平手Π会館

被爆継承課

1 平和アピールの推進に関すること。

2 平和に関する諸問題の調査研究に関すること。

軍縮・平和に関する事業の推進及び資料の収集に関
すること。

4 平和宣言文起草委員会に関すること。

(公財)長崎平和推進協会との連絡調整に関するこ
と.

ヒロシマ・ナガサキ平和アビール推進委員会、平和
首長会議に関すること。

7日本非核宣言自治体協議会に関すること、

8 核兵器廃絶長崎連絡協議会に関すること。

次長兼課長
前田一郎

゛
J

係長葉山隆俊

12 平和の灯実行委員会に関すること。

収蔵資料インターネット公開に関すること。

平和情報ボータルサイト「長崎原爆の記億」に関す
ること。

原子爆弾による被災に関する資料の鯛査,・収集、保
存及び公開に関すること。

被爆建造物等保存整備事業に関すること。

長崎市原子爆弾被災資料密議会に関すること。

長崎原爆遺跡調査検討委員会に関すること。

長崎原爆遺跡旧城山国民学校校舎に関すること。

県外原爆展に関すること。

青少年ビースボランティア育成に関すること。

青少年ビースフォーラムに関すること。

9 青少年平和交流事業に開すること。

「語り継ぐ被爆体験(家族・交流証言)」推進事業
10
に関すること。

11 世界平和祈念行事実行委員会に関すること。

平和会館の維持管理及び利用許可に関すること。
(歴史民俗資料館及び野口彌太郎記念美術館は除
<。)
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2 補職者及び職員数

原爆被爆対策部

原爆被爆対策部

部・課等

査

14人

(補職者 4人)

職員数

(補職者

厚生労働省派遣

部長

50人

16人

援

次長兼課長

補職等名

課長補佐

(令和元年6月1日現在)

12人

【補職者 3人)

係長

主任

※補職者数は係長級以上の数

主事

職員

J

原爆資料館

(主事級)

平和推進

10人

(補職者 3人)

課長

人数

係長

主任

1人

主事

1人

職員

1人

課

再任用職員

2人

外務省派

館長

2人

課長

被爆継承

7人

繍職者 2人)

3人

係長

5人

主任

1人

専門官

1人

主事

平和推進協会派遣

3人

鯆職者 2人)

2人

職員

1人

2人

(主事級)

次長兼課長

4人

係長

2人

主事

1人

職員

1人

2人

次長

1人

課長

課長補佐

1人

1人

(課長級)

4人

(係長級)

1人

(主事級)

1人,

1人

3

4人

1人

1人

1人

1人

V

課調

課護
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3 事業の概要

a)被爆者等の動向について

ア被爆者数の推移

年度
被爆者健康手帳

所持者数

26

部

28

34,199

29

詑,547

30

30,813

新規

29,064

27,405

イ

Ⅱ

被爆者の状況

男性

9β40人
(35.9%)

転入

1苗

4

町

切替等

105

4

7

円

96

平

計a

88

1 10

(各年度3月31日現在、単位:人)

死亡

1 10

1,604

J

舗

80 64

減

1,618

103

転出

1,670

95

き十

27,405人

1,723

164

1,591

144

計b

1,768

149

炉減

(a ・ b)

1,762

129

82 35

1,819

163

△ 1,658

1,852

△ 1,652

1,754

△ 1,734

11

女性

17,565人
(64.1%)

(平成31年3月31日現在)

△ 1,749

1,913

100~

60

△ 1,659

656 1 ,

6,000

(人)

2,340

3,

子、'.,,

86

95~99

翻徽^

.ι%_

83.31

134

90~94

4,000

85~89

1,474

2,000

80~84

ーキ

75~79
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6.000

(人)

,

0 (年齢) 0

性男小年齢階層別被爆者数

し

72~74

2,630
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ウ第一種健康診断受診者証交付者数の推移

年度

26

27

器

29

10

30

新規

※「異動」欄は、第一種健康診断受診者証から被爆者健康手帳に切り替えた件数

4

工第二種健康診断受診者証交付者数の推移

4

増

転入

年度

26

27

28

死亡

29

6,451

(各年度3月31日現在、単位:人)

△ 206

30

6,226

転出

減

5,960

5,725

※「その他Ⅲ引=、被爆者健康手帳取得等による返還の件数

新規

異動※

5,4部

オ被爆体験者精神医療受給者証交付者数の推移

1苗

転入

年度
被爆体験者精神
療受給者医

付者
凹.」^

豐〆、

増減

(a ・ b)

計a

26

27

10

死亡

胎

11

△2

29

(各年度3月31日現在、単位:人)

5,542

261

△2

30

5,3馴

転出

217

7

減

△2

5,134

W

246

△2

4,919

※「その他」欄は、誰書の返還等の件数

新規

17

228

その他※

4,713

19

232

1苗

23

23

転入

25

M

2

計b

リ

20

0

280

増減

(a ・ b)

叫

0

計a

236

11

0

269

29

0

死亡

242

△ 270

28

252

(各年度3月31日現在、単位:人)

△ 225

18

214

△ 266

16

転出

17フ

減

△ 235

M

205

△ 242

袷

200

その他※

17

197

14

21

12

計b

25

14

16

248

増減

(a ・ b)

19

219

235

231

△ 219

220

△ 191

△ 217

5

△ 215
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②原爆症認定申請状況について

ア原爆症の認定(厚生労働大臣の認定)

認定要件①病気やけがが原子爆弾のイ傷害作用によるものであること

(または治癒能力が放身蛸Eの影響を受けていること)

②現に治療を要する状態にあること

認定された場合①認定疾病の治療費は銘亘国費負担

②医鷺寺別手当絹額141,360円)の卦合

イ長崎市の原爆症認定申請掬兄

年度

26

27

申

胎

29

321

30

※認定率は、申澗牛数から審査中のイ牛数を除いたものに対する認定イ牛数の割合

352

定

268

ウ改正された畔斤しい審査の方針」坪成25年12月16日改田

202

却下

27フ

219

252

175
气

1 19

取下等

197

133

①悪性腫癌(固形がんなど)
②白血病
③副印状腺機能亢進症

133

,

船

%乢'」

審査中

79

11 1

級鯲騒禅註翻捷織名鸞圃謬馳

新しい審査の方針による原爆症認定の仕組み

(各年度末現在単位:件)

57

エ゛

ア被爆地点力怒,D地より
約3,5km以内である者

イ原劇斐下よ咏り100時問
以内に爆D地から約2和n
以内に入市Lた者

ウ原爆投下よ卿100時問
経過後から約2週問以内
の期間長爆0弛から約
2km以内の地点に1週閻
程度以上滞在した者

※ア、イ、ウの場合ゞネ啄R1麟ご認定

瓢

'气
',

q,、

言忍定!珠ミ

62.9%

辻.,、_放'射線起因性φ判断

①心筋梗塞
②甲状腺機能低下症
③慢性肝炎・肝硬変

62.2%

認定被爆者

62

飾.3%

71.4%

1,565 人

ア被爆地点力螺,D地
よ嚇り2. okm以内
である者

イ原爆投下より翌臼
までこ爆心敵から

約1.α(m以内に
入市した考

70.0%

1,555 人

、"、

1,498 人

放射線白内障
(加齢性白内障を除く)

1,357 人

・}゛り・、'"

1,308 人

」1

ゴ.,」' 1

被爆地点が爆b地
より約1,駅m以内で
ある者

掘、,

「現こ医療を要する状態」に該当するかどうかを、当該疾病等の状源こ基づき、個別に判断

瓢泛1総谷閑獲網rlN

孔

「積極的に認定する範囲」に
該瀕する場合以外の申請の

'

口

辻1.要医療牲の判断ごi二.1
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、1

③各種手当等について

種 別

療特

特別手当

月額 70,3 0 0円以内

支給の対象となる人

負傷又は疾病が原子爆弾の傷害作用によるものであ

るという厚生労働大臣の認定を受けた人(認定被爆

者)で、現在もその負傷又は疾病の状態にある人

4 6 0円以内
1 9 0円〕

子爆

頭症手

上記認定を受けた人で、現在は認定された負傷又は疾

病の状態にない人

原子爆弾の放射能の影響による小頭症の人

次の障害のいずれかを伴う疾病にかかっている人

血 ヨを障1旦

おを障臓肝

細 室胞 育E 障

肯E 障
,.」§

分内4

障==脳

環器機能障循 ^

機能障
^

腎

晶体混濁による視機能障害水

機 障9.呼吸 畜

機動 1*運10 冒吾

傷による消化器機能障11 }貝

康管

月客亘

令和元年度

金.額

葬笑

22, 190円

保健手当

爆心地から 2

キロメートル

以内で直接被

爆した人及び

被爆当時その

人の胎児であ

つた人

月額 1 4 1

左に該当する人のうち、次【ア)又は

{イ}に該当する人

{ア}省令で定める範囲の身体上の障

害がある人

{イ}配偶者、子及び孫のいずれもいな

い70歳以上の人であって、その

人と伺居している人がいない人

月額 52,200円

206,000円

360円

月額 48,650円

介護手当

^

.一昆『

省令で定める

範囲の精神上

又は身体上の

障害により介

護を要する状

態であって、

かつ、実際に

介護を受けて

いる人

上記(ア)、(イ)のいずれにも該当し

ない人

月額

費用を支出して介護を受けたとき

[費用介護]

(介護保険利用の場合の対象サービ

スは訪問介護・夜間対応型訪問介護・

訪問型サービス{第1号訪問事業D

34,フ70円

被爆者が死亡したとき、その人の葬祭を主として行っ

た人(死亡原因が交通事故、先天性疾病など原子爆弾

の傷害作用の影饗によるものでないことが明らかな

場合を除く)

料

重度障害で費用を支出しないで家族

等に介惑を受けているとき

[家族介護]

月客亘 34,フ70円

重度

月客亘

月額 105,
〔下限額 22,

中度

1 7,4 40円

医
手

理
当

健
手

別
当

゛
」

弾
当

1
 
j
 
血

殖
腺

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

ム
月
厶
目
 
0



④原爆・平和関連施設の入館状況について

ア原爆資料館

年度

28

29

大人

30

354,500:

有料

351,982:

小人

イ永井隆記念館

1

338,629:

234.472:

年度

259,412:

.
250,511 1

28

.

588,972

冒

29

個人

冒

611,394

無料

30

589,140

8,502:

95,204

有料

8,8181

団体

ウ被爆建造物等

口a十

93,920

8,1561

(単位:人)

3,702:

89,207

684,176

修学旅行生
(再掲)

年度

.

4,6381

.

705,314

"

28

冒

4,6091

長崎県防空本部
跡(立山防空壕)

678,347

冒

12,204

29

195,831

冒

冒

無料

13,456

218,221

30

三菱兵器住吉

トンネルエ場跡

9,813

12,765

210,446

110,579

13,318

115β15

合き十

12,638

長崎原爆遺跡
旧城山国民学校校舎

(単位:人)

119,395

3,360

122,783

高校生以下
(再掲)

3,102

129,271

2,928

132,160

29,640

山里小学校
原爆資料室

94,762

31,684

99,916

30,385

103,718

43,638

45,940

(単位:人)

50β13

口 a十ム、旦

86,451

94,044

96,764

8

.
゛



5 被爆乃周年記念事業について

(1)被爆 75周年記念事業の募集

ア目的

被爆75周年佗020年)という節目の年を迎えるにあたり、市民と一体となって平

和へのメッセージを発信するために、乃周年を記念するにふさわしい取り組みや

イベントを募集するもの。

イ 事業内容

(ア)応募資格

長崎市内に主たる活動拠点がある団体等で巧人以上の者で組織されてい

ること」等の条件を満たすこと。

(イ)対象事業

被爆75周年を記念するにふさわしい事業で、「被爆乃周年を記念して新た

に実施するもの又は既存の事業を拡大して実施するものであること」等の条

件を満たすこと。

(ウ)採用件数 10件程度
J

(エ)補助額 1件につき、100万円を限度として、補助対象事業に要する経

費の4分の3を超えない範囲。

(オ)応募期間令和元年6月17日(月)~8月30日(金)

(2)生花パネルデザイン原案の募集

ア目的

被爆75周年佗020制節目の年を迎えるにあたり、被爆50周年から変更されて

いない平和祈念像の台座部分の生花のデザインを変更することで、平和へのメッ

セージを一層発信するためデザインの原案を募集するもの。

.゛

16

イ事業内容

中学生・高校生からデザイン原案を募集し、最優秀作品を被爆 75 周年長崎原爆

犠牲者慰霊平和祈念式典の平和祈念像台座部分の生花デザインに採用する。

(ア)応募資格中学生・高校生

(イ)応募期間令和元年6月17日絹)~9月5日(木)

'
.



対象事業
桶和2年4月1日~う和3年3月31 臼に

実施される被爆75周年に小さわしい事業

経費の4分の3以内(上限100万円)

王1」市内て活動する5人以上の団体

6月17日(月)~8月30日(金)
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(2020年75周

をご覧ください!

平和を一緒に

創造しよう!
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長崎市は、毎年8月9日に平和公園で「長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典」を行っています。

2020年は長崎市に原子爆弾が投下されてから75年の節目の年であの、「東京オリンピック閉会

式」が式典と同じ日の8月9日に行われるなど、今一度平和について考える年になっています。

そこで「被爆75周年平和祈念式典」は、平和発信のため、平和祈念像下に飾り付ける生花のデザ

インの変更を行い談す。デザイン変更には、若い世代のみなさんに参加してほしいので、中学生・高

校生限定でデザイン原案を募集します。

若い世代のみなさんのアイディア大募集!詳細は市のホーム

お問い合わせ及び応募先

〒舗0-86舗長崎市桜岡'2一器長崎市役所原爆被爆対策部調査課総務係

Mail choU訟@c ity. Ngasaki' 1g. jp

ht印://WWW. c ity. na部Saki' 1g. jp/heiwa/3020000/302船00/P朝2978. ht田1

各 095-829-1147

、 丹現までの

、r黄言と白色のき〒Xぎ生発を一本一太挿ノし子'作ってしくます 1
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6 指定管理者の更新の方針について

Ⅱ)指定管理者制度導入施設一覧

選定方法

公募

施設名

長崎市原子爆弾

被爆者健康管理

センター

非公募
長崎市永井隆記

念館

設置根拠

(条仮D

※長崎原爆資料館の指定管理者については、令和元年6月議会に第94号議案「公の施

設の指定管理者の指定について」ほか関連議案を提出中

長崎原爆遺跡旧

城山国民学枝校

舎

長崎市原子爆弾
被爆者健康管理

センター条例

(2)非公募予定施設(長崎市原子爆弾被爆者健康管理センター)

ア施設の概要

長崎市永井隆記

念館条例

現在の

指定管理者

長崎原爆遺跡旧

城山国民学校校

舎条例

公益財団法人長崎

原子爆弾被爆者対

策協議会

【ア)位置図

特定非営利活動法

人長崎如己の会

指定期間

城山小学校被爆校

舎平和発信協議会

H27.4.1~

R2.3.31/

所管課

H28.4.1~

R3.331

H29.4.1 ~

R4,3.31

調査課

銭座町

平和推進課

梁川
公園

長崎市原子爆弾被爆者

被爆継承課

健康管理センター

ト勺R
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浦上駅
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浦上駅前

^」毛毛駅写指苓聞凡、1匡
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(ウ)名 称長崎市原子爆弾被爆者健康管理センター(以下「センター」という。)

(エ)所在地長崎市茂里町2番41号

造鉄骨鉄筋コンクリート造地下1階地上8階のうち6、7階部分(オ)構

仂)設置年月日平成4年4月1日

(キ)設置目的原子爆弾被爆者の健康の保持及び福祉の増進を図るため

{ク}建設事業費 1,聡5,830,102円

(ケ)主な施設内容

6階 1,449.00 雨総合受付、放射線受付、処置室、診察室、尿検査室、心電

図室、救急室、胸部撮影室、胃部撮影室、骨密度測定・乳房

撮影室、超音波検査室、子宮がん検診診察室、婦人科診察室、

生理学的検査室、面談室等

7階 1,449.00 市生化学・血液検査室、洗浄室、検診業務処理室、資料室、

コンピュータ室、健康教育室等

{コ}開館時間の承認の基準通常.8時45分~ 1 7時30分

毎月の第3日曜日:8時45分~正午

(サ)休所日の承認の基準土曜日、毎月の第3日曜日を除く日曜日

国民の祝日に関する法律に規定ずる休日

1月1日から同月3日まで及び 12月29日から同月31日まで

イ指定管理者制度導入による効果の検証

(ア)利用者の推移

年度

一般検査

がん検査

精密検査

日常生活支援事業

訂年度

25,081

き十

28年度

17,071

21,430

23,682

3,091

66,673

29年度

15,649

20,129

(単位:人)

21,732

3,030

62,490

30年度

14,082

18,201

20,309

3,008

22

57,023

12,823

16,891

2,815

52,船8



(イ)指定管理委託料

年度

(ウ)利用料金収入センターには有料の施設がないため、利用料金制度は導入してい

ない。

(エ)主なサービス向上策

・過去の健康診断データを集中管理し、検査から健康指導に至るまで、被爆者の健

康管理を一貫して行っている。

・利便性向上のために、公民館、集会所等を会場とした巡回健診を実施してぃる。

・被爆者健康手帳及び第一種:第二種健康診断受診者証所持者を対象に、被爆者健
康診断と同時に特定健康診査や後期高齢者医療健康診査を実施している。

・未受診者に対する受診の呼びかけを実施し、利用者増加に取り組んでぃる。

・研修等を通じて、医療等のサービスの向上に努めている。

(オ)評価

指定管理者として、被爆者援護法に規定する被爆者健康診断事業などの各種事業

を適切に実施している。

利用者が安心して気持ちょく受診できるような環境づくりに努めており、利用者

からの評価も非常に高い。

被爆者数の減少に伴い利用者数も減少傾向にあるが、良好な経営を維持するため、

人員配置の見直しを行うなど、効率的・効果的な組織体制の構築に努めてぃる。

金客亘

訂年度

412,014

28年度

388,429

29年度

(単位:千円)

355,591

30年度

(見込み)

ウ次期指定管理者の選定方針について

(ア)現在の指定管理者公益財団法人長崎原子爆弾被爆者対策協議会(以下「原対協」

という。)

{イ}現在の指定期間平成27.年4月1日から令和 2年3月31日まで

(ウ)次期指定期間令和 2年4月1日から令和 7年3月31日まで

(エ)非公募の理由

原対協は、昭和33年10月に県・市・大学・医師会及び被爆者団体が中心となり

設立され、原子爆弾被爆者の医療及び援護等の対策を講じて、その推進を図り、被

爆者の健康と福祉の増進に寄与することを目的としており、これまで、一貫して被

爆者健康診断など被爆者援護事業の分野で本市における中心的団体として事業を

行っており、十分な実績を有している。

センターで行っている健康診断事業、地区健診等に対応するため、医師、看護師、

336,314

飴



放射線技師等の高度な専門性を要する医療資格者を多く配置する必要があるが、同

法人は、これらのスタッフを有している。

平成18年4月以降、指定管理者として円滑に事業を実施しており、利用者から

の評価も高く、今後とも健康診断等の事業及び施設管理を適正に実施できるとの判

断から、指定管理者として指定を行うもの。

(オ)利用料金制センターに有料の施設がないため、利用料金制度は導入しない。

工 指定までのスケジュール

令和元年6月

年月

令和元年8月

令和元年9月

令和元年10月

令和元年11月

市議会

6月議会 更新の方針の説明(所管事項調査)

特定団体に仕様書等を提示

特定団体から指定に必要な書類を受領

特定団体の決定

,

内容

指定管理者の指定

1旨定二義案審査

債務負担行為の設定

.

補正予算議案審査

L

24
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